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 昨年、私は社会を明るくするために自分のできることを考え、「私はいつでも周りの

人の気持ちに立って発言や行動をする」と書きました。まず、自分のできることは何な

のか、何をする事ができるのかを考えて、行動していこうと思いました。 

 そして、今年もこの宿題が出た時に私はこの一年間何をしてきたのかをふりかえって

みました。 

 私は、まず相手の話をよく聞くようにしました。そして相手はどういう気持ちや考え

でそんな事を言っているのかを考えるようにしました。そうすることで、たとえ自分の

意見と違っていても目線をほんの少し変えることで、自分の考えには無かったことの発

見ができたり、その考え方だったらこういう風にも考えることができるなどにも気づく

ことができるようになりました。なにより相手の話をはじめから全く受け入れず否定ば

かりしていても何もなりません。何も解決しないと思います。相手の意見を尊重して自

分の意見もきちんと伝える事で思っている以上の結果や成長につながることができま

した。 

 このような事ができるようになったおかげで、私自身も発言や意見を伝える時には、

一度頭の中で物事を整理してから、なるべく分かりやすく簡潔的に話すようにしたり、

工夫するようになりました。 

 少しずつではありますが、昨年より自分自身が成長できたかなと思います。何かを変

える時はどんな事でもすぐにできることではありませんが、毎日意識することで変えて

いけると思いました。そして、今度は他に何かできないか、何をしていこうかを考えま

した。 

 そして考えた結果、「私が」から「みんなで他の人の立場に立って聞き考えるように

していくこと」をしていこうと思いました。 

 自分が今までしてきたことを周りのみんなと、できるような取り組みができればいい

なと思います。周りのみんなと色んな意見や考えを真っ直ぐに言い合えることをいつも

していこうと思います。一人よりも二人、多ければ多いほど意見や考えや思いはたくさ

んあります。それらの意見をみんなが尊重し合い、受けとめていくようになれば本当に

大きな力に変わっていくと思います。 

 そしてその変化は大きなことです。私のできることや行動はほんの小さなことかもし

れませんが、きっと自分の住んでいるところから今まで見たこともない世界中へと笑顔

のあふれる元気で明るい社会になると思います。 



 明るい社会とは例えば犯罪のない社会なども考えられますが、どんなことでも絶対に

必要なのは人が人のことを尊重し、お互いがきちんと自分の考えを言えることだと思い

ます。社会を明るくすると言うと大げさなことかもしれませんが、一人一人の意識次第

で社会を明るくすることができます。 

 私はこれからも周りの人達の考えや意見をたくさん聞いて、自分なりの考えをしっか

りと伝えていけるようにしていこうと思います。そして毎日、きちんとそうする事がで

きたかをふり返っていくようにしていこうと思います。 

 自分だけではなく周りのみんなが同じような気持ちで、同じように行動していけば、

きっとみんなが毎日楽しく明るく過ごせるようになると思います。 

 明るい社会は目指すものではなくて、一人一人の意識や考えを少し変える事で、自然

と明るくなっている世の中ができていると思います。私はきっとそうなると信じて、周

りの人達の意見や考えをしっかり聞いていこうと思います。 


